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Ѩ෦ɹ࣏

ηϯλʔのઃڀݚେ学ESDڭॴのલ਎であるཱڀݚେ学ESDڭཱ （ཱ200�年）から�0年がܦաした。国࿈ESDの�0年
（DESD）を機に日本ॳのESDڀݚ機ؔとしてઃཱされたESDڀݚηϯλʔは、国಺֎のESDڀݚɾ࣮ફのϋϒとして
の໾ׂをՌたし、ESDڀݚのネοτϫʔΫߏஙにେきな໾ׂをՌたした。またESDڀݚॴはDESDޙのESDについて、
ओに日本の՝୊にϑΥʔΧスをあててऔΓ૊Μできた。ESDڀݚॴ（લ਎のESDڀݚηϯλʔをؚΉ）の�0年を機に、
ESDڀݚॴのこれまでの�0年のي੻をৼΓฦることで、DESDの੒Ռ΍国࿈持続可能な։ൃ໨ඪ（SD(T）と࿈ಈした
ESDのऔΓ૊Έ౳、これからの�0年のల๬についてड़΂る。
（本ߘはʮཱڭେ学ESDڀݚॴઃཱ�0प年ެ։ߨԋ会ɿこれまでの�0年のي੻をৼΓฦΓ、これからの�0年のల๬を語Γますʯ（20��年݄̒
��日、ཱڭେ学஑ାΩϟϯύス）に͓͚るѨ෦のߨԋをجに࡞੒したものである。）

̍ɽ·͕͖͑

ɹͦ΋ͦ΋ESD͸、1980年代にࡏݦԽした地球環境問題に
よͬͯͦΕまでݸ別にଘࡏし͍ͯたかのように見͍͑ͯた
国際的な՝題（環境、開発、ฏ和、人ݖ、ジェンダー等）が、
相互ෆ可෼の関܎に͋ることが明らかに͞Εたことに端を
発するɻすなΘち、ैདྷからऔり組まΕ͖ͯた環境教育΍
開発教育、ฏ和教育、人ݖ教育等がݸ別の教育で͸なく、
持続可能性と͍うࢹ点から見ると、一つの教育で͸な͍か
と͍うことで͋るɻ特に1992年の地球サϛットの報告書

『アジェンダ21』第36ষで「持続可能な開発に޲けた教育
のߏ࠶成」がऔり上͛らΕたことから、国連持続可能な
開発委員会（CSD）での第36ষの議࿦（CSD6
1998）に޲
けたࢿྉ࡞りを目的の一つとしͯ開催͞Εたテサロχキ
会議（1997）で「持続可能性に޲けた教育」（EGS）がఏ
けた教育の޲Εたɻテサロχキ会議で΋持続可能性に͞ى
ௐ͞Ε͍ͯたが、地球サϛڧ͸環境教育で͋ることがྲྀݯ
ットとテサロχキ会議をܖ機にͦΕまでの自然教育΍野外
教育、環境科学等を主な಺༰とする「ڱ義の環境教育」か
らࣾ会開発΍基礎教育、民主主義教育等までを΋ࣹ程にೖ
Εた「広義の環境教育」΁と環境教育の性֨΍಺༰が大͖
くมԽしたɻ
ɹこのような中、国連持続可能な開発に関するੈքट೴会
議（Ϥϋネスブルグ・サϛット、2002）にお͍ͯ、日本の
NGOが日本政෎とと΋に「国連持続可能な開発のたΊの
教育の10年」（DESD）をఏҊしたɻϤϋネスブルグ・サ
ϛット͸、地球サϛットからの10年間の持続可能な開発

（SD）の進௙ঢ়گを評価することが主目的で͋ͬたが、ͦ
Ε͸๕し͍΋ので͸なかͬたɻͦΕނにSDによる教育の
׻෇けをҙਤするESD͸、ઌ進国・్上国を問Θͣ޲ํ࠶
ܴ͞Ε、同年の第57回国連総会でຬ場一கで࠾୒͞Εたɻ
ͦしͯ、DESDのఏҊをܖ機に、ͦΕまで࢖ΘΕ͖ͯたEGS
等のྨࣅの༻ޠがESDにऩᏑし͖ͯたɻしかし、զが国に
お͍ͯ͸、国際的にSDがఏ͞ىΕた際と同͡ようにडけ
ΊらΕたɻすなΘち、ESDにؚまΕるʠEFWFMPQmFOUʡࢭ
の຋༁が「開発」をҙຯすることから、特に環境教育にか

かΘ͖ͬͯた人ʑからҧ和ײを΋ͬͯडけࢭΊらΕたɻ当
࣌ච者がཧ事を຿Ί͍ͯた日本環境教育学会にお͍ͯ΋、
DESD΍ESDのѻ͍が当ॳফۃ的で͋ͬたこと͸ͦの表Ε
の一ྫで͋ͬたと͍͑るɻ
ɹDESDのڞ同ఏҊ者の一人で͋るච者͸、地球サϛット
Ҏ߱、「持続可能なࣾ会に޲けた総合的な環境教育」΍「持
続可能な開発のたΊの環境教育」を地球環境戦略研究機関

（*GES）のプロジェクト等を௨ͯ͡国಺外で͖ͯͬߦたɻ
ͦのա程で、環境教育がSDと݁ͼつくඞཁ性を͡ײると
同࣌に環境教育がSDで果たす໾ׂの大͖͞にؾづ͍たɻ
SDの̏ཁૉ（環境・ࣾ会・ࡁܦ）の中で΋、環境の持続
性が担อ͞Εることで、ࣾ会、͞らに͸ࡁܦの持続性が担
อ͞Εること΁のཧղがこの10年間で、গしͣつ広まりつ
つ͋るɻͦしͯ今日で͸、環境教育とESD（͋る͍͸開発
教育΍人ݖ教育等のଞの՝題教育）との関܎性をཧղし、
持続可能なࣾ会のߏஙにد༩する教育のࡏりํの໛ࡧのಈ
͖が日本環境教育学会のみならͣ、ESDにかかΘる関連学
会΍広くࣾ会の中で࢝ま͍ͬͯるɻ

̎ɽ�&4%ڀݚॴʢ&4%ڀݚηϯλʔʣ஀ੜ
ͷഎܠ

ɹ1998年にච者͸*GESにお͍ͯ環境教育プロジェクトを
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開࢝したɻ*GES͸、ਆಸ川県のভೆ国際ଜに͋るɻ自ࣾ
͞連立政ݖのଜ山総ཧ͸、日本の国際協力のபとしͯ「環
境」と「ฏ和」のೋつを͛ڍたɻͦの「環境」にお͍ͯ、
国立環境研究所のような主に自然科学をϕースとした研究
ͩけでなく、人文ࣾ会ܥ、政策ܥにフォーカスを当ͯた国
際研究所がඞཁͩと͍うཧ由でつくらΕたのが*GESで͋
るɻච者͸設立ݕ౼委員の一人としͯ設置に関Θり、設立
後͸̎̒ظ年間、環境教育プロジェクトのリーダーを຿Ί
たɻ
ɹプロジェクトの目的͸、アジア・太ฏ洋地域の持続可能
な開発のたΊの環境教育の国際戦略をつくることで、ච者
͸શମを౷ׅしながら、多くの国ʑに環境教育関連研究者
のネットワークをつくると同࣌に日本とのネットワークを
つく͖ͬͯたɻ研究者ͩけでなく、多༷なステークホルダ
ーによる国಺外のネットワークͩɻこΕが立教大学ESD研
究センターのϕースにな͍ͬͯるɻ
ɹ同࣌に、このプロジェクトの推進がDESDをఏҊし͍ͯ
くܖ機に΋なͬたɻ*GESのલから、ච者͸NGOの日本環
境教育フォーラム等に関Θり、国際プロジェクトのا画等
を͖ͯͬߦたɻ్上国にお͍ͯ͸、環境教育͸持続可能な
開発と表ཪ一ମで͋ることがとͯ΋෼かり΍す͍ɻ持続可
能な開発のたΊの環境教育すなΘちESDがීٴし͍ͯく
ա程で、こΕらのネットワークをつく͖ͬͯたɻ
ɹ1999年に5E..日中ؖ環境教育ネットワーク（5EEN）が
࢝まͬたɻ5E..と͸、ʠ5SJQBSUJUF EOWJSPOmFOU .JOJsUFSs 
.FFUJOHʡと͍う、日中ؖࡾカ国環境大ਉ会合のことͩɻ
今͸日中ؖで、環境ͩけでなく多༷なテーϚで外相会議等
͞ま͟まなことを一ॹに͍ͯͬߦるが、当࣌͸日中ؖの関
的に大ਉ会合がで͖る環境でظが非常に೉し͍中で、ఆ܎
͸なかͬたɻ
ɹしかし環境問題に関し͍ͯ͑͹、中国΋ؖ国΋、日本の
公ࠀ֐෰のݧܦを非常にリスϖクトしͯおり、ͦの支援を
Ί͍ͯるɻこのたΊ日中ؖの環境大ਉ会合ͩけ͸్੾Εٻ
ることなくຖ年開催͞Ε͍ͯるɻ日中ؖの政෎、ฒͼに政
෎Ҏ外のカウンターパートが一ॹになͬͯ、日中ؖڞ同の
環境教育の推進のたΊに、協議΍׆ಈを進Ί͍ͯく環境教
育のネットワークが5EENͩɻ*GESでの׆ಈを௨ͯ͡、
"SE"N（東ೆアジアॾ国連合）΍SP3EP（ೆ太ฏ洋地域
環境ܭ画）と͍ͬたサブ地域の環境教育ネットワークと協
ಇしたݧܦから、北東アジアにおける同༷の࢓組みがඞཁ
と͡ײ、ච者が環境省の関܎者にఏҊし、設立し͍ͯたͩ
͍たɻҎ߱、日中ؖと୆࿷等をؚΊた東アジア、北東アジ
アの環境教育�ESDのネットワークをつく͖ͬͯたɻこΕ
らの北東アジアの環境教育ネットワーク͸ESDの連携に
΋大͖な力を発شし͍ͯるɻ
ɹච者が࡛ۄ大学から立教大学にҠ͖ͬͯた2002年、Ϥϋ
ネスブルグ・サϛットで日本政෎とNGO（Ϥϋネスブルグ・
サϛットఏݴフォーラム）がڞ同で、DESDをఏҊしたɻ
1992年の地球サϛットで、SDの推進で国際的な合ҙがと
らΕたに΋かかΘらͣ΄とΜͲීٴし͍ͯな͍ঢ়گで、
SDを進Ί͍ͯくたΊに͸教育΍学शがෆ可ܽで͋るとし

ͯఏҊし、国連ESDの10年（2005ʵ2014）が࢝まͬたɻ
ɹච者͸Ϥϋネスブルグ・サϛット΁の市民・NGOレϕ
ルからऔり組みを推進するたΊにつくらΕたϤϋネスブル
グ・サϛットఏݴフォーラムのཧ事としͯ、ఏ׆ݴಈに関
Θるとと΋に2002年のバリ島でのサϛット準備会合とϤϋ
ネスブルグの本会合にࢀՃし、DESDのҙ義をૌ͑るワー
クシϣップ等を同フォーラムメンバーとڞに開催したɻこ
Εらの成果報告会等͸͍ͣΕ΋立教大学でͬߦたɻDESD
のܾఆをडけͯ、こΕ͸政෎ͩけでなく、ఏҊ主ମで͋る
市民が主ಋしͯ΍͍ͬͯく΂͖ͩと͍うことで2003年に

「国連ESDの10年推進会議（ESD�J）」と͍う多༷なステー
クホルダーをつなぐϋブ組織をNGOとしͯ立ち上͛、Ҏ
དྷ、代表ཧ事を຿Ί͍ͯるɻ政෎のカウンターパートとし
ͯ、市民・民間セクターの立場から多༷なఏݴ・औり組み
を推進し͖ͯたESD�J͸国಺外のDESDの推進に大ม大͖
な໾ׂを果たし͖ͯたɻ

ɹ立教大学が、2002年に「ҟ文Խコϛュχέーシϣン研究
科」と͍うಠ立大学Ӄをつくる中で、「ޠݴコϛュχέー
シϣン」「௨༁຋༁コϛュχέーシϣン」「ҟ文Խコϛュχ
έーシϣン」等のैདྷのコϛュχέーシϣン෼野のଞに、

「環境コϛュχέーシϣン」と͍う෼野をつくるたΊにච
者͸࡛ۄ大学からҠ͖ͬͯたɻ同研究科でESD΍環境教育
にऔり組Ή中で、自然と人間とのコϛュχέーシϣン、͋
る͍͸持続可能なະདྷのたΊのコϛュχέーシϣンと͍ͬ
た֓念を、この研究の中にऔりࠐΜで͖たɻ
ɹESDと͍うݴ༿͸、DESDが࢝まるまで͸国際的なைྲྀ
にな͍ͬͯなかͬたɻ「持続可能なະདྷのたΊの教育」΍「持
続可能性のたΊの教育」等ESDと΄ぼ同義の͞ま͟まなݴ
༿が͋ͬたが、DESDのఏҊにより、ESDと͍うݴ༿にऩ
ଋし͍ͯͬたɻ࣮際に͸ੈքで͸別のݴ༿を͍ͯͬ࢖る国
΋͋るが、形ࣜ͸ESDと͍うݴ༿を༻͍͍ͯるɻͦΕら΋
͋Θͤͯ研究するたΊに、2003年、「ESDの総合的研究」
をテーϚに科学研究අ（基盤研究（"））を֫ಘしͯ、̑
年間で国಺外のESD研究者等のネットワークをߏஙしたɻ

%E4%͕࢝·ͬͨ����೥݄̏ɺཱڭେֶͰ։ࠃͨ͠࠵಺࠷ॳのE4%ε
ςʔΫϗϧμʔ会ٞʹ͸੓࣏Ոɾ׭྅ɾۀاɾ/(0ɾڭҭؔऀ܎౳༷ʑ
ͳਓʑ͕集·Γɺ੓෎の%E4%ԁ୎会ٞ݁੒ʹͭͳ͕ͬͨɻ
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̏ɽ�&4%ڀݚॴʢ&4%ڀݚηϯλʔʣઃཱ
ͱ&4%ΛΊ͙Δঢ়گ

ɹ2002年の国連総会でDESDがܾ議͞Εたことをडけͯ、
ौ谷に͋る国連大学が主ಋしͯ2003年に「持続可能な開発
のたΊの教育の地域の拠点」（3CE（3FHJPOBM CFOUSF PG 
EYQFSUJsF PO ESD））と「アジア太ฏ洋環境大学Ӄネット
ワーク」（PSPSPE3ɽNFU）と͍う̎つのESDプロジェクト
を設立したɻલ者͸高等教育機関を中৺に地域のESDを推
進し͍ͯく΋ので、ࡏݱ、ੈքで໿160カ所、国಺で͸̓
カ所がࢦఆ͞Ε͍ͯるɻ国಺最新で͸3CE北ւ道ԝݍが
2015年にࢦఆ͞ΕたɻԬ山市΍北۝भ市等΋大学連携の
3CEとしͯ׆発に׆ಈし͍ͯるɻ後者͸、ࡏݱ、アジア
太ฏ洋地域の໿50大学がՃໍし͍ͯるɻ2008年の北ւ道大
学での設立ࣜに͸、本学の総長とච者がࢀՃし、総長がॺ
名し、設立メンバーになͬたが、࢒念ながら本学͸े෼な
ಈを展開で͖͍ͯな͍ɻ׆
ɹ大学としͯのESDのऔり組みをߟࢥする中で、Կとか立
教大学でESDを΍る術͸な͍かと୳ͬた࣌に、文科省の研
究ॿ成で私立大学学術研究高度Խ推進事業と͍う࿮組みが
͋ることを஌ͬたɻこΕ͸大学と文科省が൒෼ͣつおۚを
ग़すϚッチングํࣜで、ͦの一つにオープン・リサーチ・
センター੔備事業と͍うのが͋ͬたɻこΕ͸学外の෯広͍
人ࡐをडけೖΕたり、研究成果等を広く公開したりする΋
ので、オープンなମ੍の΋とߦΘΕるプロジェクト研究で
͋るɻච者が立教大学にෝ任した2002年に、この事業をར
༻しͯ立教大学アジア地域環境問題研究所がで͖、ච者΋
たɻ͑ߟを༺׆画する中でこの੍度のࢀ
ɹこの࢓組みで2007年から2011年の̑年間の࣌ݶ෇͖で͸
͋るが、Θが国で最ॳのESD研究機関としͯESD研究セン
ターを立ち上͛たɻ「持続可能な開発のたΊの教育（ESD）
における࣮ફ研究と教育ا画の開発」をテーϚに、オープ
ン・リサーチ・センター੔備事業を׆༻しͯ、୯年度5000
ສԁ、̑年間で̎ԯ5000ສԁと͍う༧ࢉで、高等教育にお
けるESD、アジア太ฏ洋地域のESD、国಺にお͍ͯ΋CS3
とESD、自然学校とESD等にフォーカスを͋ͯ、国಺外に
おけるESDのϋブ・拠点としͯESDの総合的研究と࣮ફී
にऔり組Μͩɻࣾ会科学の研究としͯ͸高ֹで͋るに΋ٴ
かかΘらͣ研究のඞཁ性をཧղし、ਃ੥をೝΊͯくΕた大
学ࣥߦ部に͸今΋ँײし͍ͯるɻ
ɹ̑年後のプロジェクト研究ऴྃ࣌に、ݶظがな͍߃常的
な研究組織にվ編し、名শを「ESD研究所」としたɻͦの
運営ۚࢿとしͯ、立教大学の学಺競૪ۚࢿ（立教SF3のॏ
点ྖ域プロジェクト研究としͯ࠾୒）を̏年間（2012�14）
֫ಘした（ͦの際のプロジェクト研究テーϚ͸後ड़の「෱
島ݪ発事ނとESD」）ɻ2015年から2019年͸、「ESDによる
地域創生の評価とESD地域創生拠点の形成に関する研究」
のテーϚで、私立大学学術研究高度Խ推進事業（2008年か
ら͸私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に名শมߋ）で
、Ε͞ࢭを֫ಘし͍ͯるɻなお、同事業͸2015年度でഇۚࢿ
2016年度から͸私立大学研究ブランディング事業となͬͯ

͍るɻこのようにESD研究所͸、競૪的ۚࢿを֫ಘするこ
とでҡ持͞Ε͍ͯるɻ
ɹ高等教育におけるESDの推進で͸、大学等の高等教育機
関におけるESDを推進し͍ͯくHESDフォーラムをESDに
औり組Μで͍る大学教員にಇ͖かけることで2007年に設立
し たɻHESD と ͸、ʠHJHIFS EEVDBUJPO GPS SVsUBJOBCMF 
DFWFMPQmFOUʡの略で͋るɻ最ॳのશ国フォーラム͸ؠख
大学で、̎回目のશ国フォーラムを立教大学でͬߦたɻ
2006年にؠख大学にটかΕた際に学長にお会͍し、ESDの
ඞཁ性を力આしたɻͦの際、当࣌のؠख大学の副学長が非
常に関৺を持ͬͯ下͞り、大学શମとしͯESDを進Ί͍ͯ
くことになり、当࣌、༮ஓ園から大学まで、県಺の教育機
関を໢ཏしながらESDを進Ί͍ͯく࢓組み΋つくͬたɻ
ɹHESDフォーラム͸、当ॳ໿50大学がࢀՃし͍ͯたɻ当
࣌の文科省が、大学の競૪的ۚࢿの中にGP（GPPE PSBDUJDF）
と͍う࿮組みで大学の教育を支援しようとしたことが͖ͬ
かけで͋るɻͦの中に、DESDのӨڹで、「持続可能なࣾ
会のたΊの環境教育」がテーϚの一つとなり、当࣌、࠾୒
͞Εた大学が΄ぼす΂ͯHESDフォーラムにࢀՃしたが、
文科省のॿ成が੾Εた్端に、ۚࢿෆ଍にؕり׆ಈがで͖
なくなり、ࢀՃ大学がݮগし、ࡏݱに͍ͯͬࢸるɻ後ड़す
るように大学におけるESD推進のたΊに͸ۚࢿௐ達が大
͖な՝題で͋るɻ立教大学がESD関連でՃໍし͍ͯるネッ
トワークとしͯ͸、ଞに国連のલ事຿総長のパン・ギムン
͞Μが設立した「国連アカデϛック・インパクト」が͋るɻ
パン͞Μのલ任者のコフィー・アナン͞Μがఏএした国連
グローバル・コンパクト͸ا業（大学等の教育機関΋ؚΉ）
と国連が協ఆを݁ͼ、広͍ҙຯでの持続可能性、人ݖ΍ࣇ
ಐ࿑ಇ、環境等に関する10ݪଇをॱकし࣮ફする࿮組みで
͋るɻ今、ੈքで͸グローバル・コンパクトのՃໍ団ମに
よるネットワーク組織（グローバル・コンパクト・ネット
ワーク）がつくらΕ（国಺組織ɿグローバル・コンパクト・
ネットワーク・ジャパン΋͋る）、ੈքの主ͩͬた主ཁا
業がみなೖ͍ͬͯるɻ同ネットワーク͸࢈業քによる国際
的な持続可能性のऔり組みをリードしͯおり、SDGsと΋
連ಈし͍ͯるɻͦのアカデϛックバージϣン、大学バージ
ϣンが国連アカデϛック・インパクトで、国಺で͸立教大
学をؚΊ、໿50大学がՃໍし͍ͯるɻ

஍ٿαϛοτ͔Βの��೥Λه೦ͯ͠։͞࠵ΕͨϦΦʴ��ʹ͓͍ͯE4%γ
ϯϙδ΢ϜΛओͨ͠࠵ɻ
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ɹ2014年のDESDのऴྃ後、主ಋ国連機関で͋ͬたϢネス
コ͸、グローバル・アクシϣン・プログラム（G"P、
2015ʵ2019）にऔり組Μで͍るɻG"P͸2014年の国連総
会でDESDの成果が報告͞Εた際（名古԰ੈք会議）に、
国連�ϢネスコがҾ͖続͖ESDの推進にऔり組Ήことがঝ
ೝ͞Εたことをडけͯ࢝ΊらΕたɻG"P͸DESDの成果を
しͬかりとఆணͤ͞ようと͍う΋ので、ͦのたΊの̑つの
༏ઌ的औり組みを͍ͯ͛ڍるɻ
ɹ̍つ目͸、政策的な支援で、政෎が政策に͖ちΜとҐ置
෇けることɻ̎つ目͸、機関౷ׅܕアプローチと͍͍、͞
ま͟まな機関、組織が連携しながら͖ちΜと΍͍ͬͯくと
͍うことɻ̏つ目͸、教員ཆ成の中にESDをಋೖすることɻ
̐つ目͸、ए者をࠐ͖רΜで͍くことで͋るɻ日本で͸ए
者が͍ͯͬݮるが、ੈքで͸ͲΜͲΜ増͑ͯおり、ए者を
Ͳのようにしͯࠐ͖רΉか、パフォーϚンス΍イϊϕーシ
ϣンを׆༻したESDのऔり組みが推進͞Ε͍ͯるɻ̑つ目
が、地域コϛュχティをࠐ͖רΉऔり組みͩɻ持続可能な
地域づくりに޲けたESDで͋るɻこの̑つが、G"Pの༏
ઌ෼野としͯऔり組まΕ͍ͯるɻ後ड़するようにϢネスコ
͸ࡏݱ、SDGsにݙߩする΂くG"Pのվగを͍ͯͬߦるɻ
ɹ日本がDESDをఏҊしたこと、また最後の総ׅ会議が日
本でߦΘΕたことを記念しͯ、日本政෎͸Ϣネスコ�日本
ESD৆をϢネスコ本部に拠ग़ۚで設置し、同༷にԬ山市΋
ESDԬ山アワードを設けたɻG"P͸2019年でऴΘること
から、Ϣネスコ͸、ࡏݱ、G"P2030と題したSDG͂（国
連持続可能な開発目ඪ）の達成にݙߩするվగ൛G"P2030

（2019�2030）を策ఆ中ͩɻ

ɹ2015年の国連持続可能なサϛットでܾఆ͞Ε、2030年を
目ඪ達成年とした国連SDGs開発͸、17目ඪ、169ターήッ
トでߏ成͞Ε͍ͯるɻこの目ඪ̐が「教育・生֔学श」で
͋り、ターήット̐・̓にESDが記͞ࡌΕ͍ͯるɻ当࣌、
目ඪ΍ターήットをܾΊるワーキンググループで、ESDの
ѻ͍が議࿦にな͍ͬͯたɻこのたΊESDがSDGsにೖるよ
うにච者͸関連のNGO΍ݸ人とڞに外຿省のSDGs担当ަ
ব׭等とަবし、ಇ͖かけをͬߦたɻ目ඪ̐がѻう教育・
学श͸17の目ඪの一つで͸なく、17の目ඪશ部に関܎する
ので、目ඪ̐の中にESDをೖΕるので͸なく、શମを؏く

΂͖との͑ߟから、લ文にೖΕるのがద当で͋ると当ॳ、
ఏҊしたɻしかし、ݸ別目ඪに記͞ࡌΕな͍とऔり組まΕ
な͍ことが明らかとなり、ํ਑をస׵し、ݸ別目ඪにՃ͑
る΂くಇ͖かけ、͍޾に΋ೖΕることがで͖たɻ
ɹͦの݁果、今で͸SDGsのエンジンとしͯESDに関৺が
高ま͖͍ͬͯͯるɻESDとSDGs͸セットでとら͑る΂͖
で͋るɻちなみにDESDऴྃ後のESDの最ॳの大͖な国際
会議「SDGs推進に果たす教育（ESDGs）の໾ׂ」が2015
年にインドのアーメダバード（インド環境教育センター

（CEE）等が主催）で͋り、ච者΋パネリストとしͯࢀՃ
したが、ͦのテーϚ͸ESDGsの推進で͋ͬたɻ今後SDGs
推進に果たす教育の໾ׂが一૚஫目͞ΕるͩΖうが、
SDGs教育΍ESDGs、ESD等、ͦの༻ޠにएׯのࠞཚが生
ͣる可能性が͋るɻ
ɹ2016年にESD׆ಈ支援センターが政෎によͬͯ設置͞
ΕたɻこΕ͸DESDの成果を広͍͛ͯくたΊに、ච者΍
ESD�Jが政෎にఏҊした΋ので͋るɻESD׆ಈ支援センタ
ー͸ࡏݱ、環境省・文科省とESD�J・アジアϢネスコ文Խ
センターが׭民ڞ同で運営し͍ͯるɻ地ํESD׆ಈ支援セ
ンターが2017年に北ւ道から۝भに͍たるશ国̔カ所につ
くらΕたɻ多༷なステークホルダーによるESD推進ネット
ワークのߏஙがセンターの目的で͋り、ͦの中֩を担うの
が地域ESD׆ಈ推進拠点で͋るɻESD研究所͸2018年に地
域ESD׆ಈ推進拠点の一つとしͯ登録͞Ε͍ͯるɻESD׆
ಈ支援センターの登場で今後、ESDがますます地域にۙく
な͍ͬͯくで͋Ζうɻ
ɹ2015年度から開࢝したESD地域創生研究の一環としͯ、
ESD研究所಺にESD地域創生研究センターが2018年10月
に設立͞Εたɻ同センター͸地域創生とESDをテーϚに自
治ମ等に対する地域創生のたΊの人づくりに関する۩ମ的
なコンサルティングを͍ͯͬߦくたΊの΋のͩɻ
ɹESD研究所の׆ಈ目的͸、研究センター࣌代からมΘら
ͣ、ESDの࣮ફ的研究を௨ͯ͡͞ま͟まなࣾ会問題のղܾ
にऔり組み、持続可能なࣾ会のߏஙにݙߩし͍ͯくことで
͋るɻ特に立教大学͸、10学部͋る中で、ཧ学部をআ͍ͯ、
人文・ࣾ 会ܥでߏ成͞Ε͍ͯるɻこΕが立教の特௃なので、
人文・ࣾ会科学を中৺に、ESDに関する౷合した研究をߦ
͍ͬͯるɻۙ年、ESD͸フロンティア研究で͸なくなりつ
つ͋るが、研究センター設立当࣌、ESD研究͸、ま͞に学
術フロンティアとしͯ評価͞Εたऔり組みで͋ͬたɻ
ɹ研究のࢹ座͸、地域΍ࣾ会、文Խに͸、͞ま͟まな価஋
΍多༷性が͋ると͍うことを஌ͬͯ΋ら͍、डけೖΕͯ؍
΋らうたΊのESDを֬立し͍ͯくと͍うことで͋ͬたɻͦ
しͯ、学際的に研究を進Ί͍ͯくと同࣌に、トランスディ
シプリン（学問の༥合）と͍う形の研究෼野を֬立し͍ͯ
こうと͍うࢹ点を当ॳから΋͍ͬͯたɻ۩ମ的に͸、「ࣾ
会のॾ問題をแׅしうるཧ࿦の創ग़」「ཧ࿦に基づ͍たプ
ログラム・教ࡐの開発」「࣮ફ׆ಈによるESDのීٴ、ཧ
࿦のਫ਼ࠪ」の̏つのऔり組みで͋ͬたɻ

E4%࠷ऴ೥会合のཌ೔ʢ��݄��೔ʣʹ໊ݹ԰ࡍࠃ会ٞ৔Ͱ։͞࠵Εͨ
੓෎ओ࠵のE4%ϑΥϩʔΞοϓ会合ɻ%E4%の੒ՌΛ֬ೝ͠ɺࠓ後のऔ
Γ૊ΈΛٞ࿦͢ΔͨΊʹଟ༷ͳεςʔΫϗϧμʔ͕集·ͬͨɻචऀ͸ಉ
会合の࣮ߦҕһΛ຿Ίͨɻʢ写真ఏڙɿจՊলʣ



8 Rikkyo ESD Journal No.3・4 (March 2019)

̐ɽ&4%ڀݚॴͷ͜Ε·Ͱɿ��೥ؒͷ੒Ռ

ɹESD研究センター設立の際の研究プロジェクトのテー
Ϛが「ESDの࣮ફ的研究と教育ا画の開発」で͋ͬたこと
から、研究のみならͣESDを広Ίる༷ʑな׆ಈを展開しͯ
͖たɻ設立ཌ年の2008年͸国際サンΰ঴年で、日本΋Ճໍ
し͍ͯるパラオに本部が͋るサンΰ঴อશのたΊの国際機
関ɿ国際サンΰ঴センター（*C3*）の総会が、日本が議
長国で͋ͬたことから池袋のホテルで開催͞Εたɻこの࣌、
立教大学で*C3*の国際シンポジウムを環境省とڞにESD
研究センターがڞ催でͬߦたɻサンΰに関連しͯ、ԭೄの
஛෋島と石֞の子ڙたち、Ѵ山ಈ෺園の園長΍サンシャイ
ンਫ଒館の館長等、͍Ζ͍Ζなํʑをট͖、サンΰのこと
を஌るイϕントをEDP�OQFSBとশしͯ連続的に開催したɻ
サンΰにつ͍ͯ学Ϳ『ESDワークブックɿサンΰ঴の島͡
ま』等΋NPOの協力をಘͯ࡞成したɻ
ɹESD研究センター࣌代の׆ಈで特චする΋のにアジア・
太ฏ洋地域の国ʑと主ཁ機関をট͍た国際シンポジウム「サ
ステナビリティと高等教育」を2008年に開催したことが͋
͛らΕるɻこの国際シンポジウム͸、HESDフォーラムの
第̎回大会に͋Θͤͯ開催し、Ϣネスコ΍アメリカ等をؚ
Ίͯアジア太ฏ洋地域の大学・機関等をট଴したɻこΕを
同で進Ί͍ͯくಈڞ機に、アジア・太ฏ洋地域のESDをܖ
͖が࢝まり、ྫ͑͹、高等教育でのESDの国際研究ࢽ

『JPVSOBM PG HJHIFS EEVDBUJPO GPS SVsUBJOBCMF DFWFMPQmFOU』
のアジア特集号をESD研究所が編集委員会を組織するこ
とでߦץしたり、フィジーに͋るೆ太ฏ洋大学とESD研究
所との連携協ఆのక݁等をͬߦたɻ

ɹまた国連と連携した׆ಈを推進し͍ͯる大学の国際ネッ
トワーク組織で͋るG6NJ（5IF GMPCBM 6OJWFSsJUZ NFUXPSL 
GPS *OOPWBUJPO）͸、ຖ年度、ͦの年の՝題につ͍ͯ研究
報告書をߦץし͍ͯるが、「高等教育による持続可能性΁
のコϛットメント」と題する報告書でアジア・太ฏ洋地域
のとりまとΊをґཔ͞Ε、当࣌ESD研究所のポストドクト
ラルフェローͩͬた野ଜ͞߁Μ（ݱ、名古԰大学）とච者
とで担当したɻ国際ネットワーク͸10カ国Ҏ上のํʑとつ
くͬたが、今で΋フェース・ツー・フェースの関܎が続͍
͍ͯるɻ

ɹESD研究センターの׆ಈ͸、当࣌、高等教育のESDとし
ͯ大มૉ੖らし͍と、Ϣネスコのアジア太ฏ洋事຿所がグ
ッド・プラクティスとしͯ঺介しͯくΕたɻϢネスコ本部
から΋、DESDを記念した本をߦץする際にੋ非にとߘد
をґཔ͞Εたが、ߦץඅ代としͯ100ສԁ程度෼の本のߪ
ೖ΋ซͤͯґཔ͞Εたことから࢒念ながらおஅりしたܦҢ
が͋るɻこの本͸大൑カラーのとͯ΋立೿な本ͩͬたɻ国
಺的に͸2007年の「HESDフォーラム」の設立に際しͯ、
ESD研究所が大ม大͖な໾ׂを果たしたɻۙ年のHESDフ
ォーラム͸、立໋館大学（2017）、北۝भ市立大学（2018）
の主催でߦΘΕ͍ͯるɻ
ɹ大学における教育׆ಈとしͯ、ච者͸ESD関連講義科目
を、大学Ӄの専໳科目で担当し͍ͯるɻશ学ڞ௨カリキュ
ラムの教ཆ教育܈の中に設けたこと΋͋るが、立教大学で
͸̏年しかܧ続で͖な͍と͍う࢓組みの問題が͋り、ࡏݱ
͸͍ͯͬߦな͍ɻESDが立教大学の教育の基盤にな͍ͬͯ
な͍の͸大͖な問題で͋ると͍ͯ͡ײるɻ
ɹ教育機関΍、民間団ମ、NPOをؚΊͯ、ا業、ͦΕか
ら地域ॅ民等と連携しながら、͞ま͟まな׆ಈを௨しͯ、
ESDに関৺の高͍ステークホルダーを増΍し͖ͯたɻ特
に、ا業におけるESDの推進で͸『࣍ੈ代CS3とESD』（阿
部治・川ౢ直編、͗ΐう͍ͤ）を研究成果としͯߦץしͯ
͍るが、ا業人޲けのESDワークシϣップの࡭子΋まと
Ί、ا業಺におけるESDの研मのプログラムとしͯ自由に
成したɻこΕ͸後のDESDの最࡞たͩける΋のを͍ͯͬ࢖
ऴ年に͋たͬͯESDએݴをおこなͬたۚ༥・ଛอ、ݐ設等
のا業と協ಇで࡞成したɻ
ɹDESDの最ऴ年会合を市民レϕルで、Ϙトムアップとし
ͯ進Ί͍ͯく組織としͯ、「ESDの10年・ੈքの祭典」推
進フォーラムを、2008年に立教大学にお͍ͯ設立したɻ෱
井ণฏ事຿ہ長の΋とච者が代表となり、オールジャパン
で最ऴ年会合にऔり組Ή運ಈを展開し、2009年の国連大学
における第̍回「ESDの10年 地球市民会議」から2014年
の国連大学における最後のऔり組みまでESD研究所͸祭
典のڞ催組織としͯॏཁな໾ׂを担ͬたɻこのऔり組み͸、
特にϚスコϛ΍ا業΁のESDのೝ஌度を高Ί、ESDのීٴ
をଅ進したと同࣌に、ポストDESDの日本におけるESDの
したɻݙߩಈに׆ݴけたఏ޲にٴී
ɹこのようにESD研究所（ESD研究センターをؚΉ）͸、

「ESD」「環境教育」「地ݩ学」「自然学校」等をキーワード
に、広ൣなESD推進ネットワークをつく͖ͬͯたɻ多༷な
ステークホルダーと協ಇした࣮に多くの講演会等を主催
し、事࣮、当࣌͸ຖ月Կ本かの講演会΍ワークシϣップを
૸らͤͯおり、立教大学಺で最΋׆発に׆ಈし͍ͯた研究
所としͯ学಺外から͖ڻの目で見らΕ͍ͯたɻこΕら͸、
当࣌のプログラムコーディネーター等の৬員のํʑのฃಆ
のおか͛ͩɻ
ɹESD研究センターの成果としͯまͣ͋͛らΕるの͸、大
学によるサステナビリティ΁のऔり組みのॏཁ性を発信し
たことで͋るɻESD研究センターの設置自ମを、ච者͸
CS3に฿ͬͯ6S3（6OJWFSsJUZ SPDJBM 3FsQPOsJCJMJUZ）、す

)E4%ࡍࠃγϯϙδ΢Ϝʢ����೥��݄��೔ɺཱڭେֶʣ
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なΘち、大学のࣾ会的責任としͯҐ置づけたɻ今でこͦ大
学͸、たͩ୯に教育・研究をする場ͩけでなく、地域ࣾ会
΁のコϛット΍ࣾ会連携等が大事な໾ׂとしͯऔり上͛ら
Εるようにな͖ͬͯたが、当࣌͸まͩͦうで͸なかͬたɻ
文科省が大学を、国際的に௨༻する大学と、ͦうでな͍大
学にબ別しようと͍うཧղしがた͍ಈ͖が͋るが、後者の
໾ׂの中に地ํ創生΍地域ݙߩがೖΕらΕ͍ͯるɻ本དྷ、
શͯの大学が地域ࣾ会とのかかΘり、特にサステナビリテ
ィにつ͍ͯ大学のݯࢿ（学生΍教員等）を༻͍ͯݙߩす΂
͖なので͋るɻESD研究センターが大学によるESD、͞ら
に͸サステナビリティ෼野でのイχシアティブの発شをڧ
く͍ݴग़したことが、લड़のHESDフォーラムの設立につ
ながͬたɻ
ɹೋつ目͸、ا業におけるESDの推進で͋るɻこΕ͸ESD
研究センター಺に設けた「ا業とCS3」チームの׆༂の成
果で͋ͬたɻ当࣌͸、CS3を推進し͍ͯるا業がগなく、
CS3に関৺を持つا業関܎者が೤৺にかかΘͬͯくΕたこ
とが成果につながͬたɻࡾつ目͸、ESD研究所のプロジェ
クトを௨ͯ͡、特に大学Ӄ教育に関༩し͍ͯたと͍うこと
で、高度৬業人ཆ成につながͬたことで͋るɻ࢛つ目͸、
研究ͩけでなく࣮ફ΋することで、ESDと͍うݴ༿を広Ί
ることにݙߩで͖たことͩɻ
ɹ地域におけるESDのಋೖ͸、લड़したポストDESDの
G"Pで΋ڧௐ͞Ε͍ͯるように、コϛュχティのࠐ͖ר
みがॏཁで͋るɻ͍Θ͹ESDによる地域創生で͋るɻこの
地域創生にབྷΜで、ए年ঁ性のൺ཰が非常にগな͍自治ମ
がফ໓可能性都市とݺ͹Ε͍ͯるɻ豊島区΋ͦの一つで、
ए年ঁ性のఆணをଅす༷ʑなࢪ策が࢝ま͍ͬͯるɻESD研
究所͸大学の͋る豊島区΍池袋西ޱ地域のॅ民΍組織とڞ
にESDのऔり組みを進Ί͍ͯるɻච者のࣾ会学部のゼϛで
͸「௏の道」プロジェクトを長年にΘた͍ͬͯͯͬߦるɻ
こΕ͸௏を੾りޱに「人と自然」「人と人」をつな͗、持
続可能な地域づくりにつな͛る׆ಈで͋り、ซͤͯ都市ॅ
民に対する生෺多༷性（生ଶܥサービス）教育をߦおうと
する׆ಈで͋り、ESD研究所の׆ಈの一環としͯ΋Ґ置෇
けらΕ͍ͯるɻ
ɹESD研究所が設立に関༩した「としまちプロジェクト運
営協議会」΋コϛュχティのࠐ͖רみをҙਤした׆ಈで͋
るɻ池袋Ӻप辺で͸、དྷ๚者のಈઢが東ޱに޲かう޲܏が
にお客͞ޱの঎ళ֗の人たち͸、Կとか西ޱので、西͍ڧ
ΜがྲྀΕるಈઢがつくΕな͍かと͍ͯͬئるɻこのことが
地域のॅ民がこのプロジェクトに関৺を΋ͬた͖ͬかけ
ͩɻ地域のํʑとච者Ͳ΋で話し合͍ͬͯく中で池袋西ޱ
地域をؾݩにする組織をつくΖうと͍うことで஀生したの
が協議会で͋ͬたɻ࣮͸ͦΕまで立教大学͸地ݩと΄とΜ
ͲつながりがなかͬたɻESD研究センターが間にೖり、大
学と地域がつながͬたɻ池袋Ӻ西ޱのランドϚークで͋る
東京芸術劇場と͸立教大学がೖ学ࣜ等を劇場をआりͯߦう
ことで連携協ఆを݁Μで͍たが、協議会がで͖たことで、
芸術劇場΍地ݩொ಺会、まちづくり団ମ、池袋に本ࣾを置
くཆ࿝೫୍等のا業をࠐ͖רΜで、ま͞に地域の多༷なス

テークホルダーがՃΘる׆ಈに発展し͖ͯたɻఆظ的に「෩
土（かͥつち）か;͐」とশするイϕントを開催し、Նٳ
みに͸「としまグリーンキッズプロジェクト」と͍う子Ͳ
΋たち޲けの׆ಈ等を展開し͍ͯるɻまたESD研究所がϚ
ネージメントすることで立教大学と東京芸術劇場の協ಇ事
業としͯ「池袋学」講座΋開催することがで͖たɻ池袋学
͸アカデϛアのࢹ点のみでなく、池袋地域の持続可能なま
ちづくり΋ࢹ野にೖΕた΋ので͋り、ESD的ࢹ点を備͑ͯ
͍るɻ
ɹۙ年、ESDが高等教育の෼野で΋広が͍ͬͯく一ํ、
ʑの大学が๩しくなり、͞らに͸大学間競૪がܹԽしͯݸ
͍く中で大学同࢜がڞ同する機運が、Ҏલにൺ΂ると௿下
し͖ͯたɻこのಈ͖を࠶度׆性Խͤ͞ることが、日本શମ
の高等教育でのESDの推進に͸ෆ可ܽで͋るɻ
ɹ2011年の東日本大਒ࡂに൐う෱島第一ݪ発事ނの際、ච
者͸日本環境教育学会会長をし͍ͯたɻ਒ࡂ直後にආ೉し
た෱島の子Ͳ΋たちが์ࣹ能にԚછ͞Ε͍ͯるとࠩ別͞Ε
る事݅が͋り、会長によるٸۓ੠明をग़しͯ学会としͯݪ
発問題にऔり組Ήことをએݴしたɻこの学会プロジェクト
͸ࡏݱ΋続͍͍ͯるが、ESD研究所としͯ΋෱島ݪ発事ނ
にऔり組΋うと͍うことで立教大学の学術推進特別ॏ点ࢿ
ۚ（ॏ点推進プロジェクト研究）を֫ಘしͯ、̏年間औり
組Μͩɻプロジェクトऴྃ後΋෱島のํʑとつながりをҡ
持し、ਵ࣌関連イϕントを開催し͍ͯるɻ
ɹͦしͯ2015年から、গ子高ྸԽ・աૄԽに見෣ΘΕ͍ͯ
る地域を׆性ԽするたΊに͸、政෎が͍ͯ͑ߟるような中
ԝが主ମのトップダウンによる地ํ創生で͸なく、地域ॅ
民が主人公となる人づくりをϕースとした地域創生が大事
で͸な͍かと͍う「ESDによる地域創生」を中৺に新たな
プロジェクトを࢝Ίたɻ
ɹ日本͸こΕからͲうな͍ͬͯくのͩΖうかと͍ͬたこと
が書෺をؚΊたく͞Μग़͍ͯるɻ಺ֳ෎のデータで、日本
の人ޱのকདྷ的な推Ҡをみると、100年લに໿5
000ສ人ͩ
ͬたのが໿̍ԯ3
000ສ人になり、また100年後に໿5
000ສ
人に໭ると͍う大͖なトレンドの話が͋るɻ΋うগし۩ମ
的にݴうと、日本創成会議の増田委員会報告によると、こ
の30年ぐら͍で、非常に大͖な問題がࡏݦԽすると͍うこ
とͩɻྫ͑͹、国ަ省のࢿྉを見ると、人ݮޱに൐͍地ํ
を中৺に非ॅډ地がٸ଎に増Ճし、ͦの一ํ、イϊシシ΍
シカ等の野生ಈ෺が増Ճし、्֐問題΍生ଶܥのഁյがਂ
Խし͍ͯるɻ自෼たちの地域をͲうҡ持し͍ͯくのかとࠁ
͍う、࣮にਂࠁな問題ͩɻͦのղܾ策としͯ、地域にތり
を持ち、地域のݯࢿで͋る人΍自然、ྺ࢙、文Խ等を「見
͑るԽ」し、͞らに͸「つなぐԽ」することによͬͯ新た
な価஋創଄ܕ事業を展開し͍ͯく力を΋つ人をͲう育ͯͯ
͍くのか、ͦのたΊの自治ମの政策、学校のऔり組み、地
域のऔり組み、多༷な主ମの連携に͸Կがඞཁなのか、͞
らに͸持続可能性と人づくりのࢦඪと͸Կか等が、ࡏݱ進
Ί͍ͯる「ESDによる地域創生」プロジェクトの大͖なࢹ
点ͩɻ
ɹ日本のগ子高ྸԽ・աૄԽ、東京一ۃ集中の問題͸、ま
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͞にੈքの最ઌ端で͋り、このҙຯで日本͸՝題ઌ進国と
͍͑るɻ日本におけるॲํᝦ͸ੈքで΋͑࢖る可能性が͋
るɻྡのؖ国、୆࿷、中国΋、͞らに͸Ϥーロッパ΋同͡
ようなঢ়گとな͖͍ͬͯͯるɻこのたΊ、このような国ʑ
のESD関܎者による「ESD地域創生国際シンポジウム」を
2017年に開催したɻ
ɹESD地域創生プロジェクトの研究໘にお͍ͯ͸、持続可
能性ࢦඪと͍う、ま͞にESDのࢦඪと人づくりࢦඪをͲの
ようにॏͶ͍ͯけ͹͍͍のかにつ͍ͯऔり組Μで͍るɻま
たESDによる地域創生͸、՝題ઌ進国で͋る日本にお͍
ͯ、国際的に׆༂で͖るグローカル人ࡐ（日本の地域を஌
り、ੈքで׆༂で͖る人ࡐ）の育成にد༩で͖るので͸な
͍かɻグローバル人ࡐの育成͸、文科省のض振りによͬͯ
͸、ੈքにଧࡐす人ࢦΘΕ、立教大学΋ͦの一つͩɻ目ߦ
ͬͯग़ͯ、ੈքで競૪で͖る人で͋るɻ一ํ、グローカル
人ࡐ͸、日本がۭಎԽし͍ͯる中で、国際的なࢹ点を持ち
ながら日本で׆༂で͖る人ࡐをͲうつく͍ͬͯくのか、ͦ
のࢹ点を持ͯ͹、国際的に΋׆༂で͖る人ࡐとなるɻ立教
大学΋グローバル人ࡐ育成をͯͬߦおり、留学生を増΍ͦ
うとし͍ͯるが、留学生と立教大学の学生が一ॹに、国಺
の地域創生にऔり組Μで͍る地域にग़ͯ΄し͍ɻ2017年に
した『ESDの地域創生力』（阿部治編、合同ग़൛）のߦץ
中に、事ྫをऩ録したが、ए者の*ターン、6ターンでݩ
、し͍ͯるɻこΕらの事ྫ͸日本ͩけでなくࡏな地域がଘؾ
ੈքに௨༻するɻ日本人学生と留学生がڞにこΕらを学Ϳ
ことによͬͯ、自෼の地域΍国での地域創生΍国際機関等
を௨͡た地域創生等、কདྷの׆༂の場が広がるɻ日本発信
のιフトインフラとしͯESDによる地域創生͸ੈքにߩ
で͖るɻݙ
ɹESDによる地域創生力のプロジェクトで͸、研究と同࣌
に、自治ମと連携協ఆを݁ͼながら進Ί͍ͯるɻྫ͑͹、
ཏӓொ、൧田市、西ҏ౾ொ、対馬市等の৬員と一ॹに合同
研究会を開催し͖ͯたɻ2018年に͸ट長΍教育長等による
ESD自治ମ会議΍自治ମ担当者によるESD自治ମフォー
ラム等を開催し͍ͯるɻ今後、連携自治ମを中৺にESDに
関৺を༗する自治ମにおける地域創生と人づくりを進Ίͯ
͍くɻ
ɹ自治ମ間のҙ見ަ׵の一ྫを঺介するɻཏӓொからපӃ
΍ҩྍै事者がఫୀすると͍うਂࠁな問題がఏࣔ͞Εたと

͖に、対馬市が͍ͯͬߦる事ྫで、おҩ者͞Μ΍ޢ؃師͞
Μを଴͍ͬͯͯ΋大มͩから、学生࣌代からདྷͯ΋らうと
͍ͬたこと΍、NGO、NPOと連携しながら、国際NGO、
つまりޢ؃師͞Μを೿ݣするようなとこΖと連携しなが
ら、国際的に೿͞ݣΕるલに、対馬にདྷͯ΋らͬͯ総合ҩ
ྍにऔり組Μで΋ら͍、ͦのݧܦを持ͬͯ、ੈքにଧͬͯ
ग़るɻͦう͍うことがߟࢀになるので͸な͍か等、͞ま͟
まなҙ見がग़͞Εたɻ

̑ɽ&4%ڀݚॴͷ׆ಈɿ͜Ε͔Βͷ��೥

ɹこΕからの10年の׆ಈを大͖くグローバルと国಺・ロー
カルのೋつの׆ಈに෼けると、લ者としͯ͸、まͣDESD
後のG"Pのऔり組みを、立教大学͋る͍͸ESD研究所と
しͯしͬかりとऔり組Μで͍くことが͋͛らΕるɻESD研
究所としͯ、લड़したߦݱのG"Pの̑つのॏ点の̍つで
͋るコϛュχティのࠐ͖רみをESD地域創生プロジェク
トを௨ͯ͡「持続可能な地域づくり」としͯఆண͍ͤͯ͞
くことをすすΊ͍ͯくɻ͞らに新たなG"P2030に基づ͍
ͯ、SDGs達成にݙߩするESDにしͬかりとコϛットしͯ
͍͖た͍ɻ
ɹ立教大学で͸、ͤ ͬかくՃໍし͍ͯる国連アカデϛック・
インパクト΍PSPSPE3ɽNFUをे෼に׆༻し͍ͯな͍ɻ
ESD研究所が学಺の関連組織とڞにこΕらのऔり組みを
推進し͍ͯくこと΋一つのݱঢ়ଧ開策で͋ΖうɻDESDが
࢝まͬた当ॳ͸、HESDフォーラムのようにESDのネット
ワークをつくΖうと͍う大学からのಈ͖がϘトムアップ的
にଘࡏし͍ͯたが、ऴྃ後͸、ESDのϞデル校としͯ਺を
増΍し͍ͯるϢネスコスクール支援大学（Ϣネスコスクー
ル大学間支援ネットワーク）΍3CEのݗҾ大学等をআ͍
発にESDにऔり組Μで͍る大学͸গな͍ɻ一ํで׆、ͯ
SDGsのಈ͖͸大学にお͍ͯ΋׆発Խし͖͍ͯͯるɻ本ߘ
で΋ڧௐし͖ͯたが、ESDとSDGsをつなぐことで、教育・
研究、͞らに͸ࣾ会とのかかΘりが׆性Խで͖るɻ本学に
お͍ͯ΋この道を௥ٻした͍ɻ
ɹ国಺・地域の׆ಈで͸、地域創生΁の対Ԡが͋るɻ෱島
たことで͸な͍ͬݶ地΁の対Ԡ͸෱島県಺にࡂඃނ発事ݪ
が、事ނ発生後̓年ͯͬܦ΋શく問題がղܾし͍ͯな͍ɻ
この問題をESDとしͯͲうҐ置づけ͍ͯくか、ESD研究所
にとͬͯ΋非常に大事な՝題で͋ること͸มΘ͍ͬͯな
͍ɻまた、東日本大਒ࡂ後、立教大学が෮興支援に協力し
͍ͯる཮લ高田市にお͍ͯؠख大学とڞ同で2017年に設立
した立教グローバルキャンパスと΋ESDのࢹ点から連携
し͍ͯくこと͸地域創生、෮興支援、レジリエンス、֐ࡂ
�๷ࡂݮ�ࡂ教育等のࢹ点からҙ義が͋るͩΖうɻ
ɹલड़したSDGs͸国際的な目ඪで͋るが、֤国で۩ମԽ
しな͍ݶり達成で͖な͍ɻこのҙຯでSDGsのローカライ
ズが非常に大事ͩɻ特にローカライズの中で、都市部に͋
る立教大学にとͬͯ目ඪ11「ॅみ続けらΕるまちづくり」、
目ඪ12「持続可能な生࢈とফඅ」等͸大事な目ඪと͍͑るɻ
΋ちΖΜ目ඪ13「ީؾมಈ」΍目ඪ15「཮の豊か͞」を͸
͡Ί、SDGs17目ඪのす΂ͯとのつながりを立教大学が立ओͳE4%ڀݚॴのߦץ෺
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地する豊島区΍学生たちの生׆の場を௨しͯ「見͑るԽ」
しなけΕ͹ならな͍ɻ
ɹ一ํ、ESDがఏএ͞ΕるҎલからリϕラル・アーツをඪ
ᒗする大学としͯ立教大学がऔり組Μで͖たฏ和・人ݖ・
民主主義につ͍ͯ͸、目ඪ10「人΍国のෆฏ等をなくす」
΍目ඪ16「ฏ和と公ਖ਼」とີ઀にかかΘ͍ͬͯるɻ΋ちΖ
Μ、こΕらのݸ別目ඪで͸なく、SDGsが༗する「ීว性」、

「แઁ性」、「ࢀ画ܕ」、「౷合性」、「ಁ明性」をϕースに立
教大学にお͍ͯ΋、総合的にऔりѻ͍ͬͯく΂͖で͋り、
ESD研究所が特にESDのࢹ点からଞの関連学಺組織とڞ
にイχシアティブを発شし͍ͯくことがٻΊらΕ͍ͯるɻ
ͦしͯ、こΕらのऔり組み͸本学の教育・研究・ࣾ会連携
にد༩する͹かりでなく、ブランド力の޲上に΋つながる
と͍ͯ͑ߟるɻ
ɹܹมするࣾ会の中で、生͖る力を育Ή教育としͯESDを
Ґ置づけること͸、ॳ等・中等教育ͩけでなく、高等教育
で΋非常に大事ͩɻこΕ͸持続可能性の௥ٻを大学のϛッ
シϣンのコアにਾ͑ると͍うことで͋るɻESDの価஋؍・
能力・学ͼをશ学で「見͑るԽ」し͍ͯくことが国಺外で
育成にお͍ͯ、非常に༗ޮで͋ࡐ༂で͖るグローカル人׆
ると͑ߟらΕるが、立教大学で͸今のとこΖ࣮ݱで͖͍ͯ
な͍ɻྫ͑͹、北ւ道大学͸、シラバスの中にSDGsの目
ඪを明記することで「見͑るԽ」し͍ͯるɻこのようなこ
と΋ؚΊͯ、カリキュラム（シラバス）の中でのESDの「見
͑るԽ」をまͣఏҊし͍͖ͯた͍ɻ
ɹESD�環境教育΍SDGsをΊぐる日本のಈ޲で、୯に持続
可能なࣾ会を形ࣜ的につく͍ͬͯくので͸なく、Ϙトムア
ップでつく͍ͬͯくと͍う点で、市民が持続可能なࣾ会の
担͍खで͋ると同࣌に主ݖ者で͋ると͍うҙࣝを育Ή市民
性教育（当然のことながら政治教育΋）のࢹ点がۃΊͯॏ
ཁで͋るɻ大学でのESD΍サスティナビリティに関連する
教育にお͍ͯ市民性教育΍政治教育、͞らに͸民主主義教
育のࢹ点をしͬかりとҐ置෇けることがඞཁͩɻ

̒ɽཱڭେֶʹ͓͚Δڀݚॴͷ՝୊

ɹESD研究所͸日本ॳのESD研究機関と͍うことで、国಺
外におけるESDのϋブとしͯ機能し͖ͯたɻとこΖがESD
が一ఆ程度ఆணし、زつかの大学がऔり組Ήようになͬた
ESDに対する立教大学�ESD研究所のポテンシャル、ࡏݱ
が௿下し͖͍ͯͯるので͸な͍かと͍うةዧを͍ͯ͡ײ
るɻ
ɹ特に大͖な՝題としͯ͸、運営අのܧ続的な֬อ、すな
Θち、外部ۚࢿのௐ達がෆ可ܽで͋ることが͋͛らΕるɻ
͞らに研究所の運営にࢀ画する学಺教員のܧ続的な֬อ΋
՝題で͋るɻ大ํの大学教員͸自਎の専໳෼野Ҏ外の研究
をߦΘな͍ɻESDにかかΘる෯広͍テーϚに関৺を持ち、
͞らに研究ͩけでなく、࣮ફ΋ڞに΍ͬͯくΕる人ࡐを見
つけること͸なかなか೉し͍ɻ
ɹこのようなঢ়گをվળし͍ͯくたΊに外部評価΍メディ
アをؚΊͯ、ESD研究所の׆ಈに対する学಺外からの評価
をしͬかり͍ߦ、ͦの評価݁果を΋とにଘࡏ価஋を学಺に

アピールすること͸༗ޮなํ法と͑ߟるɻまた、学部΍大
学Ӄと連携し、カリキュラムの中にESDを組みࠐΜで͍く
こと͸ॏཁで͋るɻͦの際にશ学生がཤमで͖るશ学ڞ௨
カリキュラム（教ཆ科目）におけるESD関連科目の開講͸
Ίͯॏཁで͋るɻۃ
ɹHESDフォーラムにお͍ͯ、「ESD͸研究より΋࣮ફが
多͍たΊ、࿦文が書けな͍ɻ࿦文を書けな͍と評価͞Εな
͍ɻͦΕが教員のインセンティブを下͛ͯしまうと͍うෛ
の連࠯が͋る」と͍う話題がग़たことが͋るɻこΕをಥഁ
する一つが、互͍に協力し、ྭまし͋うͩけでなく、ݐ設
的なଧ開策をఏࣔする大学間ネットワークのଘࡏで͋るɻ
ネットワークにおけるイχシアティブの発شがESD研究
所にظ଴͞Ε͍ͯるɻ
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